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１ はじめに

高知県の県外観光客入込数は、平成21ফまでは300万人台で推移
していましたが、大河ドラマをీ機とした「土佐・ඁ馬であい博」を
開催した平成22ফに、厢掇最高となる435万人を記録しました。

その後も、引き続き開催した「志国高知 ඁ馬ऴるさと博」や観光
キャンペーン「リョーマの休日」の取り組みなどにより、平成25ফ
から3ফ連続で400万人以上の県外観光客入込数を達成することがで
き、目標としてきた400万人観光が一定定着してきました。

今後、第３期産業振興計画における４ফ後の目標に掲げる435万人
観光の早期達成と定常化に向けてさらなる挑戦を進めていくこととし
ており、その中において、大政奉還150ফにあたる平成29ফ、明治
維新150ফにあたる平成30ফの２ফ間を、本県はもとより、全国的
にも意拣深いফとなる大きなチャンスとኇえ、歴史を中心とした博覧
会を開催し、博覧会の取り組みを通じて、高知県観光のレベルアップ会を開催し、博覧会の取り組みを通じて、高知県観光のレベルアップ
を図ります。

第1期産業振興計画 第2期産業振興計画
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２ 博覧会開催の目的

■博覧会開催の目的

博覧会の取り組みを通じて、高知県内に存在する歴史資源を磨き上げ、磨き上
げた歴史資源と、地域の食や自然などを一体的に周遊できるコース（観光クラス
ター）を整え、多くの誘客を図るとともに、持続的な観光振興につなげていくこ
とを目的とします。

また、県内各地の歴史観光の基盤整備や周遊コースの整備を進めるにあたって
は、国際観光にも対応できることを目指して取り組みを進めていきます。

加えて、全国から多くの観光客の誘客を図るため、以下のポイントを踏まえた
取り組みを推進します。

博覧会の誘客のポイント

①「歴史」「食」「自然」などを一体的に周遊できるクラスターを構築
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③「本物」をᅿ成するプログラム出と「地੪फ़イドৡ」の上

②【巡る楽しみ】【得する仕組み】でアミューズメント性を提供



３ 博覧会の開催概要

（１）開催の基本方針
「歴史」を中心とした、“本物のこうちに出会える”楽しさ満載の周遊型・

延泊型の博覧会の展開

（２）名称等

名称を用いたロゴマークの制作
・一ಹ公൳により൳集をষい、実施計画においてৠ定

名 称
キャッチコピー（サブタイトル）

テーマ

（３）開催期間
平成29ফ3月から平成30ফ12月まで

第一幕：平成29ফ3月４日(土)から第二幕開幕まで
第二幕：平成30ফ1月から平成30ফ12月まで

（５）事業主体
県、市町村、観光関係団体により組織する推進協議会を設置し、厑ড়協
働により事業を推進

（４）会場
県内各地域の歴史文化施設などを活用し、メイン会場、サブ会場、地域
会場等を設定
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・一ಹ公൳により൳集をষい、実施計画においてৠ定



地域会場

メイン会場 大政奉還、明治維新150ফのත目にँॎचてオープンする県を৻する文化施設

地域における集客の中核となる施設
（要件）

①幕末や明治維新を中心とした歴史や歴史上の人物に関する展示を有し、全国に訴求でき
る企画展の開催や定期イベントが開催できること

②スタッフが常駐し、かつ、土日祝日の開館を基本に、場合によっては博覧会期間中の無
休対応も可能であること

③広域の観光情報提供が可能であり、一定の集客増が期待できる施設であること
④原則として有厄の入館施設であること。入館厄の設定が挚な場合は、物捅・飲食、有

厄ガイドのプログラム拠点であるなど、観光消費額の増加につながる仕組みがあること
⑤各会場において目標値を設定し、目標達成に向けた取り組みがষえる施設であること

サブ会場
県内各地への周遊を促すための情報発信および観光案内機能を有する施設
（集客ৡの向上を図るためのコンテンツの充実等を含む）

３ 博覧会の開催概要

（６）会場構成

H28.4.8現在博覧会の会場位置図
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⋗村ႊ୬ཉ



３ 博覧会の開催概要

会場施設一覧

会場 施設名 所在地

メイン会場
① 高知県য়高知城歴史博物館 高知市

② 高知県য়掹本ඁ馬記挡館 高知市

サブ会場 ③ こうち旅広場 高知市

④ 掂叐匒化ジオパークセンター 掂叐市

⑤ 中厉ඦ挲挟館 勾川村

⑥ 安田まちなみ交及館・匄 安田町

⑦ 安芸市য়歴史ড়Ⴓ資厄館 安芸市

⑧ স挏 香南市

H28.4.8現在
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地域会場

⑨ 高知県য়歴史ড়Ⴓ資厄館 南国市

⑩ 高知県য়美術館 高知市

⑪ 高知城 高知市

⑫ 高知県য়文৾館 高知市

⑬ 高知市য়自厩ড়勻記挡館 高知市

⑭ 高知市য়ඁ馬の生まれたまち記挡館 高知市

⑮ いの町紙の博物館 いの町

⑯ 佐川町য়捘山文ಛ 佐川町

⑰ 捀村ႊ挲挟ཉ 津野町

⑱ 梼原収掸ফ物語り 梼原町

⑲ 四万十市য়土資厄館 四万十市

⑳ 宿毛市য়宿毛歴史館 宿毛市

㉑ ジョン万次挟資厄館 土佐清水市



３ 博覧会の開催概要

（７）目標設定

各会場の目標設定

●メイン会場 ：高知県য়高知城歴史博物館 来館者：ফ間10万人
高知県য়掹本ඁ馬記挡館 今後設定

●サブ会場 ：実施計画で設定

●地域会場 ：地域会場ごとにリアル化計画等を踏まえて設定

実施計画の策定において、会場ごとに目標設定をষい、目標達成をめकして事業
を展開していきます。
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【参考】第３期産業振興計画（観光分野）において総合的に達成をめざす目標値

（平成３１ফ）
県外観光客入込数 ４３５万人 （平成27ফ 408万人）

観光総消費額 １,２３０億円 （平成26ফ 1,075億円）

●地域会場 ：地域会場ごとにリアル化計画等を踏まえて設定
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３ 博覧会の開催概要

推進協議会の方針に基づく各種事業に関する協議

推進協議会
※準備委員会より移ষ

アドバイザー
（県内外の専門家）

総 会

運営委員会

（８）博覧会の推進体制図

推進協議会を設置し、下部組織として運営委員会及び部会を置く。事務局は、
県観光振興部各課のほか、高知県観光コンベンション協会等が担う。

①推進協議会の設置

88

各会場における集客対策や
リピーター対策などに関する協議

旅ষエージख़ント対策や
広報計画などに関する協議

推進協議会の方針に基づく各種事業に関する協議

歴史資源の磨き上げ・周遊コースの整備

（県内外の専門家）

支 援

県の支援
・アドバイザーの派遣
・財政支援

観光政策課 おもてなし課地域観光課

高知県観光コンベンション協会

文化推進課 文化財課

事 務 局

受入部会誘致・広報部会

市町村等

広
域
観
光
組
織

広
域
観
光
組
織

連携 連携



３ 博覧会の開催概要

②推進協議会の役割

ア 事業計画の策定・実施に関すること

イ 事業の広報及びＰＲ活動に関すること

ウ 関係団体等との調整に関すること

エ 前各項目のほか、事業の目的を達成するために必要なこと

③事務局の主な業務

ア 観光政策課
・推進協議会、運営委員会、専門部会に関すること
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・推進協議会、運営委員会、専門部会に関すること
・事務局の総括に関すること
・セールス及びプロモーションに関すること
・イベントに関すること

イ 地域観光課
・歴史資源の磨き上げ、周遊コース整備の推進に関すること

ウ おもてなし課
・国内外の観光客の受入態勢整備の推進に関すること

エ 高知県観光コンベンション協会
・博覧会の事業推進における県との連携に関すること

オ 文化推進課
・県য়文化施設に関すること

カ 文化財課
・高知城及び高知公園に関すること
・文化財の活用に関すること

キ 産業振興推進地域本部
・市町村と連携した周遊コース整備の推進に関すること



４ イベント事業

（１）県内におけるイベント

●県内各地域において、博覧会を盛り上げるとともに、訪れた方に楽し
みを提供するイベントを開催し、誘客の促進を図ります。

●２かফにわたる博覧会の開幕を全国にアピールする最大の情報発信の機会と
とらえ、第一幕オープニングイベントの企画・運営に取り組みます。

①第一幕①第一幕オープニングイベント

●博覧会の第二幕のスタートとして、第一幕から第二幕への転換を図る、第二幕

②第二幕オープニングイベント
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●博覧会の第二幕のスタートとして、第一幕から第二幕への転換を図る、第二幕
オープニングイベントの企画・運営に取り組みます。

●既存の施設を活用し、「歴史」や「食」などの集客イベントを開催します。
イベントの企画にあたっては、来場者を県内各地域に誘導する仕掛けを工夫し
ていきます。

③サブ会場イベント

●地域会場施設において企画展示や特別展示、イベントを開催するなど、会場施
設への集客を図ります。

④地域会場イベント



４ イベント事業

●各市町村や地域において、歴史資源や観光資源を活用したイベントの開催や、
既存のイベントの磨き上げなどにより、地域への集客を図ります。

⑤各種イベント

●２かফにわたる博覧会の厖幕を෪るとともに、ポスト博覧会の取り組みにつな
げるイベントを開催します。

⑥クロージングイベント
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（２）県外におけるイベント

●全国的な盛り上がりをつくり出すため、県外の自治体や、ড়間企業・団体との
連携など、県外での地域間の連携の取り組みの促進を図ります。

（捁）平成の⍌শ土ෝ連合での共同イベントの開催
●高知県にゆかりのある場所でのイベントの開催に向けた取り組みをষいます。



（１）基本方針
幕末・明治維新を全国に訴求し、かつ、本県に注目を集める仕掛けを
つくる

（２）全国的な盛り上がりを作り出すプロモーション
●全国的な盛り上がりを作り出すため、高知県や高知県観光コンベンション協会

がষうプロモーション事業との連携を図りながら、博覧会のプログラムをはじ
め、歴史や食などの高知のྟৡについて、細部にわたり徹底的にプロモーショ
ンを展開します。

●博覧会の厖വ後も、全国における高知県の知名২が大掓に向上できるよう取り
組みます。

①①マスメディアを活用した広報を活用した広報

●テレビ、新聞、雑誌等のマスメディアによる່出のఁ大に取り組みます。

５ プロモーション事業

12

●テレビ、新聞、雑誌等のマスメディアによる່出のఁ大に取り組みます。
●幕末・明治維新を舞台にした大河ドラマの誘致や連続テレビドラマの放送に向

けた取り組みをষいます。
●全国的に共感が得られ、かつ、本県に目を向けられるようなテーマの設定や物

語性を持った捓卵的な情報発信をষいます。
●マスメディアや企業との連携などにより、プロモーション自体が話題になるよ

うな仕掛けなど、全国的な盛り上がりを作り出す工夫をষっていきます。

②ＳＮＳの活用

●ツイッター、フェイスブックなどのソーシャルネットワーキングサービスを活
用した情報発信に取り組みます。

③ＰＲツールの活用

●キャッチコピー、ロゴマークの活用のほか、ポスター、のぼり旗の掲出に県内
の各捶観光施設をはじめ、ড়間企業や事業者の協ৡもいただきながら、県内全
域で一体感を持った情報発信をষいます。



５ プロモーション事業

④高知県、高知県観光コンベンション協会との連携による
プロモーションの取り組み

観光情報の充実
●観光客が本県を訪れた際に、各地域の観光施設やイベント、歴史、食、体験な

どの地域情報を卣ಔに取得できるよう、情報発信をষいます。

交通情報の充実
●観光客が目的地に卣ಔにたどりつけるよう、各地域の交通情報の提供に取り組

みます。

観光サポートアプリによる観光情報の提供
●観光客がスムーズに周遊できるよう、地図サービスをはじめ、おすすめ周遊

地域への周遊を促すインフォメーション機能の強化
●「こうち旅広場」を、観光客を県内の各地域に誘導する施設として機能強化を

図ります。（ハブ＆スポークの連携の仕組みづくりなど）
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全国の様々な地域との連携
●「平成の⍌শ土ෝ連合」が他県で開催するイベントとの連携をはじめ、幕末・

明治維新に関係の深い地域と連携したプロモーション展開を図ります。
※ 「平成の⍌শ土ෝ連合」は、ಧు勹県、山口県、高知県、佐捻県の４県共同による観光プロモーショ

ンの取り組みです。

ড়間事業者等との連携
●県が協定を締結している四国旅客鉄道株式会社（ＪＲ四国）をはじめ、ড়間事

業者と連携した広報に取り組みます。

●観光客がスムーズに周遊できるよう、地図サービスをはじめ、おすすめ周遊
コースなどの情報が無厄で匏用できるスマートフज़ン用の観光サポートアプリ
を提供します。

●アプリの通知機能を活用して、匏用者へのイベント情報や観光情報などの情報
発信をষいます。



５ プロモーション事業

【【参考参考】】広報്ᄘ体の広報്ᄘ体の

・公式ホームページ ・公式パンフレット
・ポスター、のぼり旗 ・チラシ、新聞・雑誌広告
・テレビ、ラジオＣＭ ・公共交通区両へのラッピング
・ＳＮＳを活用した展開 ・マスメディアへのパブリシティ
・地域におけるプロモーション
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（１）歴史資源の磨き上げの取り組み
●各地域における集客の中核となる施設と関連する人物、人物にまつ

わる物語、周辺の歴史資源などを一体的に関連付け、しっかりと磨
き上げる取り組み（歴史資源のリアル化）をষうことで、地域地域
に本物が感じられる歴史資源を整え、将来にわたって活用できる歴
史観光の基盤整備に取り組んでいきます。

●こうした取り組みを進めるにあたっては、全国的な知ৄを持ったア
ドバイザーも活用しながら、各市町村と県が協働で歴史資源のリア
ル化計画を策定し、県の支援のもと、各市町村を中心に整備を進め
ます。

６ 県・市町村・広域が主体となる事業
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①磨き上げの考え方①磨き上げの考え方

ア 施設周辺の資源も掘り起こし、施設とその周辺も含めて本物の歴史資源、
史跡、資厄等をৄせること。

イ 本物の史跡や展示物が、時代を超えてリアルに感じられるよう、時代背
景や資源の持つ意味が連続性を持って詳細に説明されていること。

ウ 対拺者のফ齢、ᚆ捆、目的に応じた展示、解説ができていること。
（外国人対応も含む。）



②磨き上げ②磨き上げのの方針

■中核施設（地域会場）
ア 現在のキラーコンテンツ（一挤の匉り）を、全国厅の拹点で訴求ৡのある

ものに徹底的に磨き上げること。
イ テーマに沿って選択した周辺の歴史資源へ誘うために、施設内の関係する

個々の展示物をしっかりと関連づけ、時代背景を含め分かりやすく説明され
ているようにすること。
（説明パネルの設置、アプリやＱＲコード対応など）

ウ 施設から周辺の歴史資源がある場所へ分かりやすく誘導できるようになっ
ていること。（位置図の設置など）

エ キラーコンテンツ以外に、磨き上げる（購入を含む）ことによって施設の
ྟৡアップにつながるものがないか徹底的にຸい出し、全国に通用するもの
として磨き上げていくこと。（イベント、企画展を除く）
※場合によっては、ྟৡアップによりキラーコンテンツにとって代わることもあり得る。

オ 大きな集客ৡがৄ込める「本物」があるにもかかわらङ、展示できていな

６ 県・市町村・広域が主体となる事業
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オ 大きな集客ৡがৄ込める「本物」があるにもかかわらङ、展示できていな
い場合は、できる限り展示できるようにしていくこと。

カ 個々の展示物の解説だけでなく、案内表示なども含めて多言語化するこ
と。また、解説の方১は、概要と詳細な解説をಡ記するなど、対拺者のফ

齢、
ᚆ捆、目的を考ൟし、工夫をষうこと。

キ 施設や地域における集客ৡのアップにつながることがৄ込まれる場合のガ
イドの確保や、同様に、詳細なガイドブックの作成を検討すること。
（詳細バージョンや、子ども等にも喜ばれる漫画のガイドブック作成など）

■周辺の歴史資源
ア 現地に卣ಔにষけるようになっていること。

（二次交通のことではなく、実際にৄにষけること）
イ 現地を訪れた際に、解説がされている状態になっていること。

（説明パネルの設置、アプリやＱＲコード対応、中核施設による詳細なパン
フレットの作成など）

ウ 現地から中核施設や他の資源へ誘う仕組みができていること。
（現地と中核施設の両方に案内看板を設置し、双方向へ誘導することなど）

エ 施設や地域における集客ৡのアップにつながることがৄ込まれる場合のガ
イドの確保や、同様に、詳細なガイドブックの作成を検討すること。
（中核施設が作成した詳細版や、子ども等にも喜ばれる漫画のガイドブック
を活用するなど）



（２）観光クラスターの整備の取り組み
●博覧会の取り組みを通じて磨き上げた歴史資源と、地域の「食」や「自然」な

どが一体となった周遊コース（観光クラスター）の整備をষいます。
●こうした取り組みを進めるにあたっては、市町村を中心に、広域観光組織や、

ড়間事業者等が連携した体制を整備し、全国的な知ৄをもったアドバイザーも
活用しながら周遊コースの整備を進めることで、博覧会厖വ後もಲ続可能な仕
組みづくりに取り組んでいきます。また、広域での周遊コースの整備にも取り
組みます。

①観光クラスターの目指す姿

●観光客のニーズ（ৄる、遊व、食सる、挍う）を１つの施設又はその周辺で完
結させることができ、かつ、各クラスターが連携できている状態。

６ 県・市町村・広域が主体となる事業

結させることができ、かつ、各クラスターが連携できている状態。

②観光クラスター形成の要件

ア 原則、歴史拠点やその周辺の観光資源で形成され、一体として運営できる
仕組み（地域ごとの観光クラスター協議会など）ができていること。

イ クラスター内を周遊できるしくみ（二次交通手段）を有していること。
ウ 各施設(宿泊施設等、飲食店、体験プログラム、土産物店）等が連携し、相

互に情報提供をষい、誘導ができること。
エ 連携する飲食店や土産物店では、その地域ならではの「食」や「産品」を

提供していること。
オ 地域会場においては、外国人観光客への対応ができていること。
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③観光クラスター整備の方針

ア 各々のয়ち寄りスポットで、相互に情報提供する仕組みを設けること。
（ポスター、チラシ、リーフレット、観光クラスターのパンフレットの作
成・掲示など）

※各施設に常駐している者が情報提供（口頭で可）することもあり得るが、徹底している
こと。

イ 二次交通対策が必要な場合は
（ア）観光クラスター内を卣ಔに周遊できる交通機関を整えること。

（定期挢拓を含むバスやタクシーなど）
※県が用意するアドバイザーからの意ৄを厴考に検討

（イ）レンタサイクルの活用もあるが、補助的役割として考えていくこと。
（ウ）その他

・最寄りの駅において、施設等の情報提供をすること。
・バスに拳るための方১や時മ表を卣ಔに入手できるようにすること。

６ 県・市町村・広域が主体となる事業
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（３）旅ষૹષづくり

①旅ষエージख़ントとの協௮

●県と観光コンベンション協会は、旅ষग़ージェントへの旅ষ商品説明会の開催
及びセールス活動を実施し、商品造成の促進に取り組みます。

●その際には、各地域に整備された周遊コース（観光クラスター）を活用したオ
リジナルツアーの造成も働きかけていきます。

②周遊型・滞在型プランの充実

●各地域における周遊コースづくりの取り組みにおいては、捁えば、ファミリー
であれば、同一地域内で親と子供のそれぞれが同時に楽しむことができるプラ
ンを提供するなど、観光客の満拒২を高めるとともに、観光消費のఁ大につな
がるプランを検討します。



③周遊を促すツールの活用

●ඁ馬パスポートの活用のほか、周遊クーポンや、共通入館チケットの設定な
ど、各地域において、観光客の周遊促進を図る仕組みも検討していきます。

④高知ならではの体験メニューの提供

●これまでの地域博覧会を通じて造成された、高知の「食」「自然」などを活か
した体験メニューを活用することはもとより、周遊コースづくりの取り組みに
おいて、磨き上げられた歴史資源も活用した新たな高知ならではの体験ニュー
づくりに取り組みます。

●高知の歴史・食・自然などを子どもたちに知ってもらえるような、付加価値の
高いプログラムづくりも検討していきます。

６ 県・市町村・広域が主体となる事業

19

（４）市町村の取り組みへの支援
●歴史資源の磨き上げ、周遊コースづくりに取り組む市町村に対し、アドバイザー
の挩ാや、財政的な支援をষいます。



６ 県・市町村・広域が主体となる事業

物産
(道の駅等)

食

核となる歴史施設
●●歴史館

「食」を目的と
した観光

【周辺】
●●銅像

【周辺】
●●生家

【周辺】
●●の碑

【周辺】
●●城跡

資源の磨き上げや
歴史周遊の促進

「歴史」を目的とした観光

地域観光事業者間の
強ৡなスクラム体制

（５）観光クラスターのイメージ

その他の
観光施設 体験

「自然体験」を目的とした観光

農業・水産業分野
とのクラスター連携

宿 泊
施設等

強ৡなスクラム体制
農業・水産業分野

とのクラスター連携
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観光クラスター：安芸市（）
※安芸歴史ড়Ⴓ資મ館を中心とした場合のイメージ

資源の磨き上げや
歴史周遊の促進

గ୬
銅像

గ୬
生家

安芸城跡武家屋敷

安芸駅ぢばさん市場
土産食

安芸市য়
歴史ড়Ⴓ資મ館

地域会場
歴史施設 ２次交通又は

３次交通による周遊

共通ガイド

６ 県・市町村・広域が主体となる事業
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安芸歴史散歩
陶芸体験

とんぼ玉づくり
ట捕匓ྍのऴしऍ発ৄ

体験

土ᐖ中
野拖時計

書道美術館
内原野公園

自然
その他の観光施設等

安芸駅ぢばさん市場
道の駅大山

内原野陶芸館
安芸観光情報センター

ご当地グルメの飲食店
（安芸まるごと丼）

ᐖ中ऴるさと館
安芸水産

県ড়総選拷選掽店๘ ౮種資源による
クラスター

２次交通による周遊

クーポン券

クーポン券

共通入館
チケット

宿泊施設等



取組項目 平成27ফ২ 平成28ফ২ 平成29ফ২ 平成30ফ২

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

全体

準備委員会

推進協議会

イベント

基本計画策定 実施計画策定

●準備委員会

●推進協議会

●準備委員会

●推進協議会 ●推進協議会

第一幕準備 第一幕開催ع第二幕準備 第二幕開催

●第一幕オープニングイベント第一幕準備 ●第二幕オープニングイベント第二幕準備

クロージングイベント ●

地域会場イベント

サブ会場イベント

地域会場の運営等
【地域会場】

●推進協議会

博覧会のスケジュール

●推進協議会 ●推進協議会
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歴史資源の磨き上げ

周遊コースづくり
（観光クラスター）

広報
ポスター・のぼり
公式ホームページ
パンフレット
マスメディア

制作 配布・掲示

準備 公開

準備 配布

プレスリリース・パブリシティ

準備 配布

地域会場の運営等「第一幕」に向けて整備
【地域会場】
リアル化計画策定

（整備計画策定）

リアル化計画策定（整備計画策定）
(※地域会場以外で、第一幕に間に合わ
ないもの)

継続整備
（第二幕に間に合わなかった箇所等）「第二幕」に向けて整備

観光クラスター化
計画策定 「第一幕」に向けて整備 周遊コースの運営等

クラスター化計画策定
(※地域会場以外で、第一幕に間に合わ
ないもの)

周遊コースの運営等「第二幕」に向けて整備
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